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■2012年2月5日（日） 東京啐啄同時塾 講話に   参加します□   参加できません□
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 FAX : 06-6998-7931
◆啐啄同時塾ブログ  http://ameblo.jp/sottakudouji/Eメール  kds_kuroda_kuro@nifty.com

〒570-0034 大阪府守口市西郷通1丁目10-18
（株）クロデザインスタジオ TEL:06-6998-7918 

＊大変恐縮ですが、参加・不参加のお返事を開催 3日前 までにお願い致します。 

お問合せ

担当：川崎雄司

（お電話、Eメール、郵送でもお申し込み頂けます）

　この言葉は、仏教の教えに出てくる言葉で、深い意味が含ま
れている。
　「機を得て両者相応じる得がたい好機」といい、鳥の卵がかえ
るとき、雛が内から、外に出たいとつついたりするのを「啐」と言い、
その機を見て親鳥が外からつっつくのを「啄」という。親鳥の啄
と雛の啐とのタイミングが少しでもずれたら生命は継承されない。
　人にものを教える時、相手が知ろうとする意識が表れたとき、
教えこむのが教えの『こつ』。このことは、親と子、先生と生徒、
社長と幹部、幹部と社員、ニーズと商品…いろんな場面で考えら
れる。
　この宇宙の大法則を知ることにより、人、物、金、情報、知恵
を社会に生かせるために心の基軸を学ぶ、師生同学の塾である。
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　本塾は、漫遊書家で講演家の黒田クロが「心の基軸を学ぶ」という主旨のもとに立上げた師生同学の塾です。
人間というものは十人十色、百人百色！ それ故に人の悩みも様々です。塾ではそんな方に、少しでも前向きで明るく・
楽しく、元気で素直な意識を持っていただくための気づきの場を作ることで、社会に恩返しをしていければと思って
おります。 
　毎回ゲスト講師として、お迎えする先生方も、これまでに数々の苦労難問を乗り越え、気づき、成功ご活躍され
ている方々ばかりです。業種や立場は違うにせよ、その講話から学ぶこと、気づくことは必ずや心に響くものと確信
しております。また、本塾に参加されたことがきっかけで、新たな人脈交流をつくっていただき、心の友ができると思
っております。 

ごあいさつ

＜ご用意いただく物＞ 筆記用具は、必ずご持参ください。


